
才一 B(12月20日）（全） A箇会（灰糾［学） 1． 00 開会
~．~ ~ ~ 

会甥 学士会餡．本館

（カッコ内は講茨の時向、討論は各講演につき崎 ) 
番号討諦主題天然放射熊
A -/ (l) 人形峠絃山あばが念芭鉱山に於ける坑内空気中のラドン

含量 (13)

周山大廣研．原撚公社（倉吉）

毎本春火、市）Il 倫大、農辺昌介

(2) （壁竺）天然放射性元素についての最近の研充憐勢(30)

東工大 岩跨岩大

討論主題 放射姓珂位体の製造
”• ~ ~ ~ ~・．

A -2 (l ) ベータースヘ゜クトル銀原用の無担体 M孔一 52 の披造

(I 3) 

阪大 理。音在阿放射化学ブルーフ゜および宕槻研ベータ
緑グルーフ° 菩在虜輝（代表）

A - 3  (2) I 7 0 C 必、免）／ 8 F 反応による F-/8 の詢攘 (/3)

東大理 0．木町邦彦、不威敬一郎亀横山祐文
( 3) （竺埜）放射性同位体の製造についてく 3 0 )  

東太理、 横山祐文

討論主題、放射能劇定
・~ 1 ~,\ ~ 

(I } ⑭堡塾）放射嫁測定器につ＜ヽて (3 tl')

科研． • 山跨文男

A -#(2 ) ベータ線の咳吹曲線 1てついて (/3)  

日本原子力研、 木村健二郎 0 柴田長夫

A -.S (3) 物埋的方法に 4 る抜種の決定の一つの試み (. / 3) 

東京救育大池田長生 科研岡野真治

東大｀旭江領子



A-6(4) 鉛塩容次のチエレンコフ放射玄利用する荷竜粒子検出用

新装筐(/ 3)  

東大原子核研 斉藤一夫、 菅浩一

討論主題｀放射化学分枡あ‘よび放射化学介枡
~ ~ ~ ~ ~. ~ ~ 

(}) （差墜）放射化学分枡の現状 (30)  

東京挙角大理枡 戻口博

A-7(2) 放射化分机における半戚期劇定の梼度 (/ 3)  

東工試 岡田爽

A -8(3 ) （記が）反応 l冥る放射化について（沖三報） “5丘（け）

心'Pt .I ,n_反応の放射北飼面旗につい＇て (/ 3)  

日本原子力研 0 吉原賢二

東京救育大理 爽田長生

A -?11./.) R^+ Be 中性子塚による木ウ系の定量 1：：ついて（中世子

汲奴去の造用） (/ 3) 

甲南大理 0 日下・譲 辻冷7旋

A-I(l (5) Ra,-Be （混合）中性子源による放射活性化に肉する研

充(• Iき）

寿岡＇大救育 撮川孝信 0 八木益男、山城舒夫

A--! I （ヽ）放射t生ルテニウムの酸化について． (/ 3 ) 

名エ試‘ 甲田善生

A-I2 (7) 陰イオン交換による核分裂生成物の分展 (/ 3 ) 

大阪市大理工 0 工藤一錦、本向中八郎、山寺秀雄

A-I3 (8）シュウ酸型醸イオン交換樹脂による知sr と~ 9(!) y(/)分

離（ノ 3)

日本原子力荷｀ 矢島聖侠 .o 四方英治、山口十麒子

A-14 (1) シュウ酸空陰イオン交換樹脂 l：：：』る核分裂生成物の分族

(I 3 )  

目本原子力石芹 矢島聖灰 四方英治、山口千鶴子

uo) （墾塾）患媒抽出宏）ごよる放射性元素の分離について(30)

．金沢，大理 木勿款奏



A -IS(II) 忘塚抽出芸によるテル）l,: (IV) {/)分離について、核分秩

生物中(/).テルル分離の試み (/ 3) 

名エ薗（ 田中吉左右

A -Jム (/2) 7 ベロンークロロホルム系による抜分裂生版物の抽出分

離 (13) 

金沢大埋 木籾款泰．金各光恵

オニ日 (lZ月 21 日）（エ） （ A郁会つづさ）
~ ~ 9.  • ~’ 

1 :oo 附会
会瘍．学士会舘本舘

A- f 7(l3) 溶出去による放射性ランタン瓜9La の無担体分離につ（）

て，（／3)

紋育大理． 日本原子力研 〇忘老原寛

Aー／ 8 （)4) 主ら必ゥし P必汲¢a辺の分析／去の研究 (13) 

走田長生

＇東北大金研 0後康秀弘、天野荏
(I5) ＜堡堂）雹気化学的方法による放射性冗素の分離につい

て。 (3 0) 

京大理 巌永太一郎

A ー／9 （/‘6) 放射性周位元素の懲解分離の研究。 (Sr Y, A3-につい

A-20 

A-2/ 

. < 9) (/3) 

京大 石榛雅義、巌永太一郎、赤屎篤義

討論主題·木ツ·トアトム化学.......~ 

'( l) （鱈）ホ、ソトアトム化学の視状． (3  O) 

・ 東大理 斎藤信房

(2) ホットアトム効果による放紺性周位体の農縮（その一）・

ヒ酸賑および亜ヒ酸熾の中性子煕射 1：：よリ生ずる As- 71, 

の酸化状態について．． (/ 3) 

東大埋、科研ン 斉籐信房、嵩田カ 0 台）1| 路明

(3) ホットアトム効果による放射性阿位体の濃縮（その二）

陰イオン交換樹脂とかJ用する As ークムの濃臨 (/ 3)  



東大埋．科研、 斉藤信房｀古川路明 0 宮田功

討論課題今．その佗ー駁

A-22 (I ) 叔ロニウム房扱錯塩の痺茫性について (/3) 

東大理 馬渕ス夫

A-23 (2) ·酸化遇程におけるイオウ同位体の分男’J

東大工 岩崎岩次 0 福畠博

A-2J/. (3 ) 放射性アンチモンの化学的行勃 Iてついて. (/ 3) 

評大放育 、神原富尚｀斉裸忠一、済逹彦

A-25 (J/.)輸入された亡単体ィオウー 3汽＄」の化学式あよび二．三

(/)性蕨について．（／3)

東工大資源研 地田朔火

A-2ら(.5.) トロンの灰射性究槙物の捕泉について． (13) 

東大理 佐野婢敏

A-27 （ぃ徴曼童金星の周位尤素希釈定量ー植物中の水鋲の分析。

(/ 3)  

東北大蓉埋 鈴木信男

B那会（応用灰射化学）
~”~. ~ ~ ~— 

討論主題．核燃料再処理及び癒棄物処理に阿する放射化学的
~ ~ • ~ ~ ~ ~ • 

向題. 
（墾些） 核撚料再処理あよび廃棄物処理について，（30)

日本凍子力吋 中井敏大

B-•I (.i) ウラン(/)TBP抽出に商する一考察 (/ 3 )  

日本原子力珂 0 内病奎甫、鈴木敏夫

8-2 (2) 丁 BP Iこふるオ支分裂生成物の分酉〖乎衡．（／ 3)

日本原子力研 0 犀尺宏—imL え助

9 B-3(3 ）・廃棄物処埋にあけるルテニウムの分離．（／ 3)

日本原子力研 中井蕊犬天島聖侠



0 木村幹 山口千鶉子

B-# (1/-)放射汚染除去に陶する基渡的薪究． FeCOH)3 の効果

(/3) 

京大理． 石橋雅義｀奎松恒信、小山睦大

B-5 (5) 希衷瓶酸容液中の ZF- 95 及び Mムー 95 の強酸性局

イオン交換樹脂に対する挙勤． (/ 3 ) 

曰本原子力研 矢島聖沢
B-る必） J. R.R.- ／燃料窓解に肉する報告．（／3)

特別講炭

曰本原子力研 内巌奎角 槌沢戻一

鈴木敏夫、 0原孔文助

ユネスコ主催 ラジオアイソトープ会訳に出席して．（ム 0)

日本凍子力研 木村健二郎

（終了後 懇親会 会揚上に同じ）

オ三日 (l2月 22日） （日） B郁会（続さ） 9~00 阿会
•1.. 

会甥．オニ日に同しミ

討論主題．放射性フォールアウトおよび汚染された物輿中(/)
．・~ ~ ~ ~. 

放射性抜痙の分離定量にする阿題
• ~ ~ ~ 

B-7 U) イオン交換樹脂による水中の旅分裂生城物）貨の分離定量

について一—狩に六雅物及びキャリヤーの処埋 lこついて”

(/ 2)  

神戸大理 0 平田博行 北野ワ良

B -8 (2) 雨水以及びフオールアウト中の Sr- 90 の定量~ I：：：ついて，．，

(/2) 

国立予防研 伊沢正実、

稗谷修
永舛充、

安食洋子．

岩田瓦足夫、
ヽ

B-9 (3) 雨及び落下塵の放射性ストロンナウム含量についで、

(/2) 



気象硼究灯 三壱泰雄 杉浦吉雄

康嬌思子 葛戚幸雄
B-IO (4) フォールアウト中の Sr -9クおよび Sr -8 9 の分坑 1 ご

つい＇・て•9. (• /2) 

東大理・研

科研

0 千祟盛人 斉藤信房

橋爪朗

B-I I (5 } ; 9.5 6 ~  7年耕浮における雨水中の3予⇒ 90 の合量(12)

耕溶大理 ぷ山誠太郎一、 外祐武

B ー／2 （る）天然水中の心 r —炒の逗速分析法について·. (/2) 

鹿児怠天文痙 6大西喜雄 鎌田政明

B -I3 (7) カリウム合族試料の K ~ 40 補正について、 (I2)

東矢：理‘ 1村£悠乾雄
B -I4 (8) フォールアウト中のプらいトニウムー、9の分耕lさついて．（／2)

東大理 斉薦信房' 0 阿椴逹世

立欽大 道家忠義

B-l.5 (.9)・食岳＼、人体、土煤等におけるセンウム □137 の澱度決定．

(I 5)  

群馬大工 〇山県登 松田俊治'

山栗穎子 ］田島栄作

B-Jる_(Jのフオールアウト及び植物中のSpー妙及が cs- /37 の

放射化学令初． ( l 5 )  

静大教育 0 虚）li孝倍 八木益男

小林笞悉 筈根教：大

(Iり （塞塾）放射能．汚染の諾同題 (30) 

東束救育大症 三宅泰雄


